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2004 8月号応額おおず

6月定例市議会

大
洲
市
議
会
6
月
定
例
市
議
会
は
、
6
月
市
日
か
ら
羽
田
ま
で
の
市

日
間
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係

8
件
、
条
例
関
係
叩
件
、
人
事

案
件
1
件
、
そ
の
他
8
件
の
計
訂
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

6
件
、
陳
情
3
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
議
案
提
案
内
容

(要
旨
)

今
ま
で
の
発
想
を
越
え
た
自
治
体
運

営
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

地
方
分
権
改
革
の
重
要
な
柱
で
あ

り
ま
す
地
方
税
財
源
の
充
実
は
、
地

方
交
付
税
の
見
直
し
、
補
助
金
の
削

減
、
税
源
移
譲
の
「
三
位
一
体
改
革
」

が
一
不
さ
れ
た
が
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
補
助
金
・
負
担
金
の
削
減
が
先
行

し
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
は
痛

み
の
み
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
下
に
お
い
て
、

「
よ
り
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
「
よ
り
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
よ
り
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

3
つ
の
重

点
施
策
が
実
現
で
き
る
よ
う
鋭
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状

況
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財
源
確
保
を

行
い
、
黒
字
決
算
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業

会
計
も

一
部
を
除
い
て
は
黒
字
決
算

と
な
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
育
成
す
る

環
境
づ
く
り

安
全
で
快
適
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
大

洲
臥
龍
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
お
よ
び

久
米
地
区
自
主
防
災
組
織
の
防
災
備

品
な
ど
の
整
備
を
助
成
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
電
算
シ
ス
テ
ム

統
合
に
補
助

4
市
町
村
の
合
併
に
合
わ
せ
て
各

市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併

し
ま
す
。
合
併
後
は
、
円
滑
な
事
務

執
行
を
図
る
た
め
に
電
算
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
ま
す
。

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮

林
業
従
事
者
の
就
労
条
件
の
整
備

を
図
り
、
肱
川
流
域
に
お
け
る
水
源

林
の
整
備
、
林
業
労
働
力
の
確
保
を

図
る
た
め
肱
川
流
域
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
推
進
し
て
い
る
水
源
林
整

備
担
い
手
育
成
基
金
事
業
に
負
担
金

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
洲
市

森
林
組
合
が
今
年
度
か
ら
平
成
同
年

度
ま
で
の

3
カ
年
で
実
施
す
る
林
業

構
造
改
善
事
業
に
助
成
し
ま
す
。
林

業
機
械
を
導
入
し
、
林
業
経
営
の
合

理
化
と
間
伐
作
業
の
促
進
な
ど
森
林

管
理
を
推
進
し
ま
す
。

04市町村の税、介護、福祉などの

電算システムを統合します。

4億 9，700万円

農林水産業費

O大洲市森林組合が行う林業経営の合理化事業ヘ補助します。

725万円

0しいたけ生産者団体の施設整備を支援します。

250万円
¥
実
/

~

虫

t

z

r

-

T

h

u

F

-

J
 

一
全
一

一

安

-

j
 

-
、
じ
-

J
 

/
安
¥

0森林所有者の地域活動を支援します。

0地域の活動を支援します。(久米地区自主防災組織施設整

備、大洲臥龍太鼓保存会太鼓整備) 400万円

。合併後、 本庁(大洲市)と長浜 ・肱川 ・河辺の 3支所で戸

籍の受付、証明などができるよう システムを統合します。

2，100万円

500万円

0町並博 20 0 4自主企画イベン 卜に追加支援をします。

194万円

400万円

民生費

04市町村の社会福祉協議会の電算システムを統合します。

243万円

2 

衛生費

O合併処理浄化槽を設置するときの補助金

加します。

(32基分)を追

1，218万円

0大洲城天守閣イベン 卜を開催します。

O旧油屋跡地の再整備をします。

2億 3，516万円

旧油屋跡地を整備
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大
洲
城
天
守
閣
復
元
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
旧
油
屋
跡
地
の
再
整
備

8
月
3
日
の
川
ま
つ

り
花
火
大

会
初
日
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
点
灯
式
を

行
い
、
以
降
毎
日
、
日
没
か
ら
午
後

日
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。
肱
川
の
川
面
に
映
え
る
天
守
閣

を
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。
天
守
閣
完
成
式
は
、

9

月
1
日
の
市
制
施
行
印
周
年
記
念
式

典
の
な
か
で
合
わ
せ
て
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
式
典
終
了
後
、
式
典

参J
加
者
の
天
守
閣
へ
の
入
城
式
、
火

縄
銃
の
祝
砲
な
ど
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

小
説
「
お
は
な
は
ん
」
の
ヒ
ロ
イ
ン

役
、
樫
山
文
枝
さ
ん
を
招
き
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
デ
加
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

一
般
公
開
が
始
ま
る

9
月
1
日

午
後
2
時
か
ら

5
日
ま
で
の

5
日
間

は
、
江
戸
慶
長
年
間
を
再
現
し
た
エ

キ
ス
ト
ラ
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、

6月定例市議会

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

旧
油
屋
跡
地
の
再
整
備
は
、
大
洲

市
の
食
材
に
こ
だ
わ

っ
た
飲
食
機
能

を
整
備
し
ま
す
。
大
洲
城
天
守
閣
や

肱
川
を
見
な
が
ら
、
大
洲
の
文
化
や

風
土
を
味
わ
え
る
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
大
洲
市
が
土
蔵
風
2
階
建
て
の

建
物
を
整
備
し
、

側
J
R
四
国
ア
!

キ
テ
ク
ツ
に
運
営
さ
せ
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

道
路
網
整
備
は
南
予
の
中
核
都
市
を

目
指
す
本
市
の
骨
格
と
な
る
基
盤

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
市
道
大
洲
徳
森
線
、
東

大
洲
口
号
線
お
よ
び
稲
荷
山
公
圏
内

(
新
谷
)
の
一
部
市
道
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
地
方
拠
点
都
市
区
域
に

は
、
今
後
の
更
な
る
民
間
開
発
を
促

す
た
め
上
水
道
の
送
水
管
施
設
お
よ

び
市
道
オ
ズ
メ

ツ
セ
西
通
線
を
整
備

し
ま
す
。

補

正

予

算

の

概

要

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補
正
額
は

日
億

9
，
4
1
2
万
7
千
円
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額

は、

1
6
5億
7
，
9
1
3
万
l
千

円
で
前
年
度
同
時
期
比

0
・
7
%減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

同
意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

人
権
擁
護
委
員

佐
川

文
彦
(
新
谷
)
新
任

上
田

弘

(若
宮
)
新
任

6，900万円

唾五~
0大洲徳森線の道路改良事業費を追加します。

0東大洲 11号線の道路

改良事業費を追加

します。

消防費

O南久米分団第 6部 (梅}I/)に小型動力ポンプ積載車を整

備します。 399万円

。新奇分団第5部 (恋木)に小型動力ポンプを整備します。

157万円

90万円

0煙体験ハウスなど訓練用備品を整備します。

1，600万円

3，000万円

0馬くびり線・矢の口線を整備 します。

O市道オズメッ セ西通線を整備します。

0全国生涯学習フェスティパルの負担金を追加します。

60万円

368万円0給食センターの床を改修します。

Oスクールパス 「あきl正号」 2，350万円

O下水路工事費を追加します。

320万円

5，133万円

1，200万円

0集落をカ昔、け崩れから守ります。

O稲荷山公圏内の園路を整備 します。

を更新します。

700万円

3 
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えひめ町並博 2004パート 3

秋

の

本

格

開

催

冒

頭

イ

ベ

ン

ト

特
集、

1 

よ

~ 

~ 

9
月
か
5
い
よ
い
よ
本
格
開
催
の
時
期
を
迎
え
る

地
公
園
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

特集

4 

2
0
0
4
 
パ
ー
ト
3

「
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
」。

皮
切
り
は
、

木
本

肱
川
緑

加藤いづみ

「味
な
十
町
」

有
力
新
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
矢
野
絢

子
が
、
秋
本
格
開
催
冒
頭
イ
ベ
ン
ト

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
、
郷
愁
溢
れ

る
ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま

た
、
料
理
人

・
平
野
寿
将
氏
の
プ
ロ

デ
ュ

ー
ス
に
よ
る
「
町
並
博
公
認
・

南
予
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
」
が
こ

の
日
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

絢子

「十
音
色
十
町
」

五
感
の
う
ち
「
聴
覚
H
さ
ま
ざ
ま

な
音
」
を
テ
l
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。出
演
は
、
県
内
の
和
太
鼓
グ
ル
1

。万
r組
織
さ
れ
て
い
る
「
え
ひ
め
太

鼓

ネ
』
ト
ワ
l
ク
」
や
太
鼓
士
の
津

田
剛
年
氏
な
ど
。
来
場
者
を
も
巻
き

ず

が

パ
フ
ォ

1
マ
ン
ス
で
会
場
の

熱
気
を
高
め
ま
す
。

¥

-

9
月

4
日
(
土
)

一

h
f

午
後
5
時
か
ら
午
後
7
寺

L

‘‘
.

E=
・

た

だ

い

ま

開

催

「和
み
十
町
」

巴

3
申
・
・
・
岡
並
博
は
夏

あ
の
夏
川
り
み
さ
ん
が
、
「

L」
ぐ

か

S
お
も
し
ろ
い

を
テ
l
マ
と
し
た
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
J
'

ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
曲

「涙
そ
う
そ
う
」

7
月
広

》

「
え
ひ
門

並
博

ゃ
、
幼
子
を
持
つ
母
親
や
妊
婦
に
人

2
0
0
4
」
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
「
大

気
の
「
童
人
1
ヤ
マ
ト
グ
チ
」
な
ど
洲
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
」
と
「
町
並
ラ
イ

を
美
し
く
歌
い
上
げ
、
来
場
者
を
和
ト
ア
ッ
プ
」
が
開
催
中
で
す
。
肱
南

み
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

地
区
の
町
並
み
を
舞
台
に
、
レ
ト
ロ

9
月
5
日
(
日
)

で
遊
び
、
夕
暮
れ
か
ら
の
町
並
散
策

午
後
6
時
か
ら
午
後
8
時

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

矢野
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大
洲
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン

「
泣
く
な
父
ち
ゃ
ん
!
レ
ト
ロ

タ
ウ
ン
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
1

」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
昭
和
初
年

代
頃
の
懐
か
し
い
「
町
の
元
気
」
「
庶

民
の
生
活
」
を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

パート 3

7
月
口
日
の
開
幕
式
に
は
、
少
年

時
代
を
大
洲
で
過
ご
し
た
漫
画
家

・

松
本
零
士
氏
が
出
席
し
、
旧
沖
本

倉
庫
を

「
思
ひ
出
倉
庫
」

と
銘
打
っ

て
開
催
す
る
特
別
展
示

「
少
年
・
松

本
零
士
展
」

(
9
月
初
日
(
月
)
ま
で
)

に
華
を
添
え
ま
し
た
。

松
本
氏
の
漫
画
に
登
場
す
る
広
大

な
自
然
や
昆
虫
な
ど
の
生
き
も
の
、

切
な
い
ま
で
に
美
し
い
ヒ

ロ
イ
ン
た

ち
、
そ
の
原
点
は
大
洲
の
地
(
新
谷
)

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
年

時
代
の
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
映
像
な
ど

に
よ
り
紹
介
し
、
松
本
ワ
ー
ル
ド
の

原
点
に
迫
る
特
別
企
画
に
ご

だ
さ
い
。

えひめ町並博 2004特集

ま
た
、
同
倉
庫
内
で
並
行
し
て
開

催
す
る
常
設
展
示
が

「
大
洲
ま
ぼ
ろ

し
商
庖
街

2
丁
目
昭
和
小
路
」
。
薬

局
や
た
ば
こ
屋
、
理
髪
庖
、
よ
ろ
ず

屋
な
ど
の
あ
る
商
庖
街
を
再
現
し
ま

す。
さ
ら
に
前
の
広
場
で
は
、
平
成
日

年
以
来
実
施
し
て
き
た
「
ポ
コ
ペ
ン

横
丁
」
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
「大

洲
ま
ぼ
ろ
し
商
庖
街
1
丁
目
ポ
コ
ペ

ン
横
丁
」

と
し
て
、
展
示
・
飲
食
の

ブ
l
ス
は
毎
日
、
物
販
ブ
l
ス
も
毎

土

・
日

・
祝
日
開
庖
し
ま
す
。
8
月

4
日
と
お
日
に
は
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
夜

市
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み

'」
。9

月
か
ら
は
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。
特
別
展
示
は
、

9
月
出

日
か
ら

「
昭
和
の
こ
ど
も
た
ち
・
石

井
美
千
子
人
形
展
」

に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
。
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
子
供

た
ち
の
人
形
を
、
懐
か
し
い
風
景
を

再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
と
と
も
に
展
示

す
る
石
井
ル
ド
に
ご
期
待
く
だ

部、ぃ。

メ
ン
コ
、
ベ

l

プ
な
ど
昔
遊
び
が

州
で
き
る
「
辻
遊
び
道
場
」

や
紙
芝
居
や
大
道
芸
な
ど
が
楽
し
め

る

「
大
洲
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
劇
場
」

な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

町
並
み
の
あ
ち
こ
ち
で
隠
れ
た
レ

ト
ロ
な
も
の
を
紹
介
す
る

「
お
お
ず

町
並
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
、
古
民
家
を

改
装
し
た
和
風
の
カ
フ
ェ
志
ぐ
れ
茶

屋
「
燦
燦
(
さ
ん
さ
ん
)
」
と
も
ど
も
、

じ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

O
思
ひ
出
倉
庫
は
有
料

大
人
3
0
0
円
、
小
人

1
5
0
円

(9
月
幻
日
(
火
)
か
ら
、
9
月
幻
日

(木
)
ま
で
休
館
)

、、，，，

町
並
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

i
人
を
繋
ぐ
、
岡
あ
か
り
i

大
洲
の
伊

並
告
光
A
W
対
「9
る

「
町
並
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

d
収
梶
繋

ぐ
、
町
あ
か
り
j
」
が
7
月
口
日
か

ら
叩
月
初
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
、
お
は
な
は
ん

通
り
、
赤
煉
瓦
館
、
旧
沖
本
倉
庫
周

辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

古
い
町
並
が
も
っ
懐
か
し
さ
、

人
々
の
営
み
が
醸
し
だ
す
暖
か
さ

を
、
や
わ
ら
か
い
光
が
演
出
し
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
開
始
さ
れ
る

8
月

3
B
か
ら

鵜
飼
い
が
終
わ
る

9
月
初
日
ま
で
の

聞
は
、
臥
龍
山
荘
か
ら
大
洲
城
の
肱

川
沿
い
の
白
壁
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
肱
川
の
水
面
と
白
壁
、
大
洲

城
の
景
観
は
歴
史
と
自
然
が
織
り
な

す
雄
大
な
景
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

ミ
。

し

生
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
一
人
ひ
と

り
の
参
加
に
よ
っ
て
素
朴
な
あ
か
り

の
集
ま
り
が
壮
大
な
光
・
景
観
を
完

成
さ
せ
、
「
歴
史
と
自
然
と
人
」
を

創
り
出
す
思
い
出
深
い
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ

お
子
様
と
ご
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ

3

0

 

iv 竹
の
町
家
コ
ン
テ
ス
ト

肱
南
地
区
で
展
開
し
て
い
る
町
並

ア
l
ト

「
大
洲
城
下
音
の
散
歩
道

と
竹
百
態
」

の
一
環
と
し
て
、
「
竹

の
町
家
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
中
で

す
。こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
竹
で
飾
ら

れ
た
町
家
(
庖
舗
・
民
家
な
ど
)
を

対
象
と
し
、
観
光
客
な
ど
に
よ
る
投

票
を
も
と
に
雰
囲
気
の
良
い
町
家
を

選
出
す
る
も
の
で
す
。
選
ば
れ
た
人

に
は
素
敵
な
商
品
を
用
意
し
て
お
り

割
4

0

5 



2004 8月号応認おおず

子育て支援アンケート結果

昨
年
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
成
立
し
、
市
町
村
、

都
道
府
県
、

3
0
1
人
以
上
の
従
業
員
を
抱
え
る
企
業
な
ど
が
、
子

育
て
支
援
対
策
の
実
施
に
関
す
る
行
動
計
画
を
策
定
し
、
社
会
全
体

で
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま

れ
育
つ
環
境
を
総
合
的
に
整

え
、
今
後
の
指
針
と
な
る
「
大

洲
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、

子
育
て
の
様
子
や
子
育
て
支

援
に
関
す
る
意
見
を
伺
う
た

め
、
市
内
に
住
む
就
学
前
児

童
保
護
者
お
よ
び
小
学
校
児

童
保
護
者
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
今

後
の
本
市
に
お
け
る
子
育
て

や
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
「
行
動
計
画
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
人

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
集
計
結
果
の
中
か
ら

一
部
を
抜
粋
し
、
報
告
し
ま

す。

画
策
定
@
た
め
@

910票 (無作為抽出、郵送で配布・回収)

780票(無作為抽出、郵送で配布・回収)

平成16年 2月 5日から 2月16日

1 .調査の種類・ 方法

I 就学前児童保護者

2 小学校児童保護者

調査期間

回収結果

2. 

3. 

調査数
B回(票)収屯数言回収率 有効回答数 有効回答率

調査種類
A (票) B/A(%) c (票) C I A(%) 

1.就学前児童保護者 910 623 。 68.5 623 68.5 

2.小学校児童保護者 780 516 66.2 515 66.0 

6 

平
成
市
年
度
安
墨
川
町
を
訪
ね
る
旅
参
加
者
募
集

j
中
江
藤
樹
先
生
の
生
誕
の
地
滋
賀
県
安
曇
川
町
i

安
曇
川
町
で
手
ゃ
つ
く
り
の
扇
子
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

大
洲
市
と
安
曇
川
町
は
、
友
好
都

市
と
し
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
川
町
で
は
、

3
0
0
年
以
上

の
伝
統
を
誇
る
扇
骨
(
扇
子
の
骨
)

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
で
も

全
国
生
産
量
の
約

9
割
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
製
品
は
、
「
京
扇
子
」
、
「
大

江
扇
子
」
と
し
て
有
名
で
す
。

伝
統
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
伝
え

て
い
る
安
曇
川
町
を
訪
ね
て
、
あ
な

た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

中
江
藤
樹
先
生
の
足
跡
を
訪
ね
よ
う
!

日
程9

月
お
日
(
火
)
か
ら
初
日
(
木
)
2
泊

3
日

定
員

却
人
程
度
(
大
型
パ
ス

l
台
)

費
用

1
人

3
2
，
0
0
0
円

※
大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議

会
が
、
パ
ス
チ
ャ
ー
タ
ー
代
、
扇
子

会
つ
く
り
、
交
流
会
の
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

申
し
込
み
先

制
え
ひ
め
内
外
旅
行

社

公

@
5
0
0
0

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
手
続
の
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

8
月
白
日
(
火
)

問
い
合
わ
せ
先
企
画
情
報
課

(大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議

会
事
務
局
)

8
@
2
1
1
1
 (
内
線
3
7
1
)

〈行程案については現在検討中〉

9月28日 大洲市 : 午のど)前t也一散B安時策曇発:川中町明江泊石藤樹大(交橋記流念会館安)曇藤川樹町書(院中江藤
火) 樹樹ゆかり 、 、藤

神社な

9月(水29)日 安曇館川ズ町ど))(一手一神作彦戸根り市扇市泊子(に挑戦城))一長浜市 (( 黒壁ガラスな 彦根 一神戸市ディナー
クルー

9月(木30)日 神ボ戸市園()異人館めぐり) 倉敷(午美後観日地区散策、チ
リ公 一瀬戸大橋一大洲市: 寺頃着

程 (案)行
王陽明の生地・中

国;I!i江省余銚市と、

中江藤樹の生地・安

曇川町の交流を記念

して建設された中図

式庭園です。

明代の建築様式に

より復元した陽明国

は、異国情緒たっぷ

りに、旅する人々を

迎えてくれます。

陽明園 (ょうめいえん)



厄輯おおず 2004 8月号

子育て支援アンケート結果

-お子さんについて、学校の教育にどのようなことを

望まれますか。 (主なもの 5つまでに0)

子どもについて学校の教育に望むことでは、 「基礎学力をしっか

り身につけるJがワ3.4%でもっとも高く、あとは「考える力や創

造力を伸ばすJ61.6%、 「自ら学ぶ意欲 方法を身につける」

58.3%、 「健康ー体力づくりに力を入れるJ47.2%など、多様で

す。

基礎学力をしっかり身につける

受験学力を高める]竺

健康・体力づくりに力を入れる

規則の遵守など、社会性を身につける

自ら学ぷ意欲・方法を身につける

考えるカや創造力をf申liす

自己表現・自己主張できる力を養う

一人ひとりの個性を尊重する

人権を尊重する教育を行う

社会に貢献する意識を養う

いじめのない学校にする

地域に親しみをもっ教育を行う

棚瞬間醐酬を蹴す l
その他 1.6 

特にない 0.6 

無回答 1.4 

学校の教育に望むこと

61.6 

.1主な保護者が就労している方、就労の予定がある方はお筈え下さいl
お子さんを育てながら、働くために必要なことは何ですか。

(主なもの 3つまでに0)

子どもを育てながら働くため必要なこととして、就学前児童ー 小

学生ともに「配偶者が家事や育児を分担すること」をもっとも高い
割合であげており、それぞれ41.4%、46.2%です。就学前児童では、

次いで「保育施設の充実や保育時間J25.2%、 「自分の職場の労
働条件制度の充実J24.7%、 「家事や育児に親の協力を得ること」
19.1%などがあげられています。小学生では「自分の職場の労働

条件制度の充実J23.5%、 「家事や育児に親の協力を得ること」
19.4%、 「在宅または家の近くで仕事に就けるJ14.0%、などが

あげられています。

保護者が働くために、配偶者が子育てにかかわれるよう、男性も
含めた働きかたの見直しがまず求められています。

お子さんを育てながら働くため必要なこと

配偶者が家事や育児を分担すること

家事や育児に親の協力を得ること

保育施設の充実や保育時間

在宅または家の近くで仕事に就ける

残業、出張時の支援体制の整備

自分の職場の労働条件・制度の充実

配偶者の職場の労働条件の充実

子育ては女性など、固定概念の変化

職場での男女格差を解消すること

再就職のための研修や相談の充実

再就職希望者の採用の枠の拡大

その他

特にない

7 

(%) 

無回答

41.4 
46.2 

口就学前児童 N~悶
口小学生 N~引5

-あなたは、お子さんについて、保育所・幼稚園などの
集団保育にどのようなことを望みますか。

(主なもの 3つまでに0)

通園先別に、保育所 幼稚園の集団保育に望むことをみ

ると、通園先を問わず 「友だちとのびのひ、と遊ノヌJ が6~ワ
割と高<、 「自然体験など多様な体験をするJも5割を超え

ています。あとは、「しつけや生活習慣を身につけることJ
3~4割、 「集団で行動できるようになることJ35%前後な

どです。

(%) 

通園先別にみた保育所・幼稚園などの集団保育に望むこと

個性に応じた保育在行う

(%) 

73.4 

2
5
 

5
5
 

1
引

5

2
 

5
 

-
2
5
 

加
出
品
お

集団で行動できるようになる

友だちとのびのびと遊ぶ 62.4 
70.5 

67.3 

自然体験など多様主体験をする

異年齢やいろいろな人とのかかわり

文字や数などに関心を持たせる

絵や音楽、運動などに親しむ

しつけや生活習慣を身につける

保護者同士の交流

保護者が情報交換・相談

そのイ也

口構育所 N~213

口幼稚園 N~l田

口樺育所幼稚園に通って
い主い N~346 

特に希望はない

無回答

(Nは質問に対する無回答を吉む草計対
量総量で、割合軍出の基準です。l

-お子さんを子育てするうえで、地域の人に望みたい
ことはありますか。(あてはまるものすべてに0)

子どもを育てるうえで、地域の人に望みたいことでは、 0~2歳、

3~5歳、小学生はともに「危険時などの手助けをしてほしい」が

73~75%と高<、次いで「必要なときには、しかつてほしい」が

それぞれ59.3%、72.0%、79.0%となっています。

方、 「声かけなどを、積極的にしてほしいJ (それぞれ31.5%、

37.9%、48.7%) 、 「のびのびと遊ぶことを認めて欲しいJ (そ

れぞれ33.3%、25.0%、27.4%)などの意見もみられ、 「しかる」

だけでなく、メリハリのきいた対応が求められています。

地域の人に望みたいζと
(%) 

親を一方的に批判しないでほしい

72.5 
]74.6 
73.6 

戸かけなどを、積極的にしてほしい
48.7 

59.3 
必要なときには、しかつてほしい 宝詰

子どもが主体的に参加できる活動

育児などの相談にのってほしい

危険時などの手助けをしてほしい

のびのびと遊ぶことを認めて欲しい
33.3 

一時的に子どもをみてほしい

その他 口紅諸)(H陪野生
口 3-5龍 N~加
口小学生 N~515特にない

あまりかかわってほしくない

無回答



2004 8月号

4社会福祉協議会合併

E穫ああず

して地域福祉の推進を目指

8 

4
社
会
福
社
協
議
会
が
令
併
調
印
を
し
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

は、

6
月
日
日
(
火
)
に
大
洲
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

4
階
多
目
的
ホ
l
ル
で
、
長
浜
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
と

合
併
契
約
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
市
町
村
合

併
を
受
け
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併
す

る
も
の
で
合
併
期
日
を
来
年
1
月
日
日
と
し

て
い
ま
す
。
合
併
後
の
新
法
人
の
名
称
は
、

「
杜
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

に
な
り
ま
す
。
新
法
人
の
事
務
所
の
位
置
は
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(東
大
洲
)
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
に

は
そ
れ
ぞ
れ
支
所
を
設
置
し
、

住
民
へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
支
所
の

機
能
を
充
実
さ
せ
、
地
域
住
民
の
利
便
性
に

支
障
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

新
法
人
の
組
織
で
は
、
会
長
1
人
、
副
会

長
2
人
と
し
、
日
人
の
理
事
の
中
か
ら
互
選

に
よ
り
選
任
し
ま
す
。

新
法
人
の
経
理
や
介
護
保
険
な
ど
の
電
算

シ
ス
テ
ム
は
、
事
務
事
業
の
合
理
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
合
併
の
と
き
に
シ
ス
テ
ム
を

統
合
し
ま
す
。

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う
「
地
域

ふ
れ
あ
い
事
業
」
、

「独
居
老
人
の
つ
ど
い
」
、

「
独
居
老
人
料
理
教
室
」
、

「在
宅
介
護
者
の

つ
ど
い
」
は
、
継
続
し
ま
す
。

合
併
後
、
す
べ
て
の
貸
与
機
器
は
新
法
人

の
所
有
に
な
り
、
福
祉
機
器
お
よ
び
日
常
生

活
介
護
用
具
を
引
き
続
き
貸
与
し
ま
す
。
使

用
料
は
住
民
へ

十
分
な
周
知
を
終
え
た
後
、

料
金
を
統

一
し
ま
す
。

募
金
活
動
で
は
、

「
共
同
募
金
」
お
よ
び

「
ま
ご
こ
ろ
銀
行
事
業
」
は
、
現
在
の
大
洲

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
例
に
よ
り
調
整
さ
れ

ま
す
が
、
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
事
業
」
は
、

関
係
法
人
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
新
し
い
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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地
域
医
療
に
貢
献

平
成
同
年
度
自
治
体
立
優
良
病
院

の
表
彰
式
が

5
月
幻
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
立
大
洲
病
院
は
、
地
域
医
療
の

確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
経
営
の
健
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
病
院
で
あ
る
と
し
て
、
平
成

H

年
度
は
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協

議
会
お
よ
び
全
国
自
治
体
病
院
協
議

お知らせ

:t!'<<r:' lT' 'i鱗~_ . ~r.'~~斗

、

-
P
A

も

f
h
ふ-、

ιりr
咋

.
d
U汁

1PいJ

表

彰

状

凡

夫
後
事
久
洲
骨
T

、

すえ

久
刈
病
沈
思
何

%

責
布
院
は
多
年
に
わ
た
ハ
ゾ
地
域
医
療
の

向
上
に
&へ
き
〈
貴
抗
さ
れ
る
とi

と
6
に

Lq

健
全
経

営
に
努
め
ら
れ
ま
し
た

がさ

よ
っ
て
こ
こ
に
自
治
体
立
徒
長
病
院

としマ
表
彰
し
主
す

当 総
司 号
。 匡

;表L
V を

.，t.，. 

?品
. ..， ，".c 

;-~主!て占(会 J苦7叫UJJA

平
成
主
-
与
え
耳
-
一
+
宅
宵

会
の
両
会
長
表
彰
、
さ
ら

に
今
年
度
は
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
立
大
洲
病
院
は
、
今

後
も
「
患
者
様
に
信
頼

さ
れ
る
良
質
で
安
全
な
医

療
を
提
供
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う

理
念
の
も
と
に
、
患
者
の

皆
様
に
選
ば
れ
る
病
院
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

....表彰式で、総務大臣表彰を受ける

市立大洲病院の谷口嘉康院長

台
風
や
大
雨
の
起
こ
り
ゃ
す
い
時
期
で
す
。

消
防
団
と
消
防
署
員
の
訓
練
を
紹
介
し
ま
す
。

大
洲
市
消
防
団
と
大
洲
消
防
署

は
、
入
梅
後
の

5
月
初
日
、
中
村
の

肱
川
可
動
堰
付
近
で
救
難
ボ

l
ト
の

取
り
扱
い
訓
練
を
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
肱
南
・
肱
北

・
新
谷
の

各
分
団
員
犯
人
が
、
ボ
ー
ト
の
組
み

立
て
や
操
縦
、
署
員
が
川
で
溺
れ
て

い
る
人
に
扮
し
て
の
救
出
な
ど
を
約

2
時
間
、
繰
り
返
し
訓
練
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
平
成

7
年

7
月
の

大
同
に
よ
る
水
害
を
機
に
平
成

8
年

か
ら
毎
年
訓
練
を
行
い
、
水
害
に
備

え
て
い
ま
す
。

愛媛県では、新規参入者などによる森林経営への取り組みを促進すると

ともに、意欲的な森林経営者の育成を目的に、他産業に従事している森林

所有者や退職後森林経営に取り組もうとしている皆さんを応援するため、

森林経営セミナーを開講します。

森林・林業全般にわたる知識や多様な森林経営技術などについて、実技

や現地研修を通じて学んでみませんか。

9 月~ 12月まで 6回実施

(日程は、天候などの都合により変更することがあります。)

愛媛県林業技術センター(久万町)ほか

① 森林を所有する人(その子弟を含む)

② 森林の管理、経営に関心のある人

③ 上記①または② に該当する人でセミナーに 5回以上出席で

きる人

【定員] 県内全体で 15人

[受講料] 無料 (ただし、交通費、食費は受講生の負担となります。)

[申込締め切り] 8月20日(金)

[問い合わせ先] 愛媛県八幡浜地方局大洲林業課

【申し込み先] 大洲市役所農林課農林構造改善係

間】[期

包 24-4131

ft24-2111 

(内線 22 7) 

所]

象]

[場

【対

A救難ボートの訓練の模様
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大洲市防犯・緊急通報所ができました

宮思tク抱炭鉱岡藤廻o
テレビ電話で非常時に備えます!

大
洲
市
防
犯
・
緊
急
通
報
所
が

6

月
比
日
、
若
宮
に
あ
る
旧
肱
北
交
番

跡
地
に
開
設
し
ま
し
た
。

肱
北
交
番
が
老
朽
化
し
、
中
央
交

番
と
し
て
旧
大
洲
警
察
署
長
官
舎
跡

地
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
肱
北

地
域
住
民
の
不
安
感
を
軽
減
し
、
日

常
生
活
の
安
全
性
を
向
上
す
る
た
め

に
設
置
し
ま
し
た
。

施
設
は
、
大
洲
警
察
署
と

M
時
間

連
絡
が
と
れ
る
テ
レ
ビ
電
話
や
交
番

連
絡
協
議
会
や
少
年
補
導
委
員
な
ど

が
会
議
に
利
用
す
る
集
会
所
が
あ
り

ま
す
。

今
後
の
地
域
の
防
犯
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

電話機には A、B、Cのボタンがあります。i
Aボタンは大洲警察署、 i 
Bボタンは県警察本部通信司令室、 1 

Cボタンは大洲消防署と連絡をとる l 
ことか、できます。

帝京第五高等学校剣道部は、6月5日、6日の 2日間、愛媛県武道館で開催された県高校総体で

男女アベックで団体優勝を果たし、インターハイへの切符を手にしました。今年度の全国高等学校

総合体育大会は、「中国'04総体」と題し、 8月9日から島根県ほか中園地方の各県で競技が繰り広

げ、られます。剣道は、島根県大社町で聞かれます。

選手の皆さん、夏の暑さに負けず、優勝目指してが、んば、ってく ださし、。

10 

企桝田市長に県総体アペ、ック優勝を報告
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国毘臨画1]1窟机る

抱〈思tクも憧霊tiJQ町『|
並 l日樹
博許可稲
記わ刊民

警察官 (男性)(女性)<高校卒業程度〉

年齢17歳以上30歳未満の人

(平成16年 4月 l日現在の年齢)

〈大学卒業または大学卒業見込者を除く 。〉

試験案内および申込書の配布開始日

現在配布中

受付期間 8月19日(木)から 9月10日(金)

試験日 一次試験 10月10日(日)

問い合わせ先 大掛|警察署 fi25 -llll (内線211)

採用職種

受験資格
完
成

自
主
企
画
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お知らせ

南
予
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

4
社
を

中
心
に
結
成
し
た
「
ド
ラ
マ
・
コ

ミ
ッ

シ
ョ
ン

・

な
ん
よ
」
は
、

5
月
却
日
(土
)
に
大
洲
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ド
ラ
マ

「風
鈴
」
の
完
成
試
写

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
城
戸
代
表
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
出
演
者
の
舞
台
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
出
演
者
お
よ
び
ス
タ

ッ
フ
は
、
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
内
容
は
、
高
校

l
年
生
が
転
校
し
て
い
く
親
友
と
の
最
後
の
思
い

出
づ
く
り
に

l
泊

2
日
の
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
、

そ
の
中
で
友
情、

親
子
の
緋
な
ど
に
つ
い
て
考

え
、
成
長
し
て
い
く
過
程
を
描
い
た
青
春
ド
ラ

マ

で
す
。

夏場は、誘拐やいたずら、性犯罪など子供や

女性などの社会的弱者が犯罪の被害者となる可

能性が高くなる季節です。

警察では県下一斉に「夏の地域安全運動」を

展開して、各種事件・事故の防止や少年非行の

防止に取り組みます。

皆さんも防犯意識を持っていただくとともに、

不審者などを発見したら直ちに 110番通報する

など、犯罪被害防止にご協力お願いします。

大洲警察署

2日間で4千発の花火が夜空を彩ります

11 
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お知らせ

語2

祭
り
が
人
を
、
変
え

今
年
の
夏
、

8
月
辺
日
(
日
)
愛

媛
で
最
初
の
「
え
ひ
め

Y
O
S
A
K

O
I
祭
り
伊
予
さ
来
い
!
」
を
開

催
し
ま
す
。
大
洲
商
工
会
議
所
青
年

部
が
中
心
と
な
り
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
開
催
準
備
を
進
め
て
い
る
も

の
で
、
肱
北
商
庖
街
(
殿
町
、
常
磐

町
、
新
町
)
を
中
心
に
競
演
場
を
設

置
し
、
沢
山
の
観
客
の
見
守
る
中
、

新
し
い
「
新
大
洲
よ
さ
こ
い
ば
や
し
」

の
曲
に
合
わ
せ
、
新
し
い
総
踊
り
の

振
り
で
パ

レ
ー
ド
演
舞
し
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
は
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
行

い
、
緑
地
公
園
に
設
け
た
特
設
会
場

に
集
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
演
舞
な
ら
び

に
授
賞
式
を
行
い
ま
す
。
参
加
チ
ー

ム
は
、
主
に
地
元
の
企
業
、
病
院
、

学
校
関
係
な
ど
の
各
種
団
体
で

1
団

体
却
人
か
ら

1
0
0
人
の
「
連
」
を

組
織
し
、
競
っ
て
パ

レ
ー
ド
し
て
も

ら
い
ま
す
。

ま
た
、
「
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0

4
」
の
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
認
定

事
業
で
あ
り
、
大
洲
が
竹
の
産
地
で
、

町
並
博
で
竹
を
使
っ
た
催
し
も
の
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
「
え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭

り
」
は
、
珍
し
い
竹
を
使
っ
た
大
洲

オ
リ
ジ
ナ
ル
鳴
子
を
も
っ
て
踊
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

本
場
の
高
知
か
ら
も
注
目
を
集
め

人
が
街
を
卒
、
ぇ
る

て
い
ま
す
。
大
洲
に
は
秋
祭
り
と
し

て
古
く
か
ら
「
大
洲
ば
や
し
パ
レ
ー

ド
」
が
あ
り
ま
す
が
、

1
年
間
を
通

し
て
大
洲
に
は
熱
く
な
れ
る
、
盛
り

上
が
る
祭
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大

洲

一
番
の
夏
祭
り
、
ま
た
ゆ
く
ゆ
く

は
愛
媛
で
一
番
の
夏
祭
り
と
し
て
注

目
さ
れ
る
よ
う
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
で
こ
の
祭
り

を
盛
大
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
大

勢
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
「
え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭
り
|
伊
予
さ
来

い
!
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
辺
日
(
日
)

午
後
2
時
却
分
1
午
後
6
時
却
分

(雨
天
決
行
台
風
な
ど
の
豪
雨
の

場
合
は
、

m日
(
日
)
に
延
期
)

会
場

パ
レ
ー
ド
肱
北
商
庖
街

ス
テ
ー
ジ
演
舞
緑
地
公
園
特
設
会

旦
却

J
J
 

問
い
合
わ
せ
先

え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭
り
実
行

委
員
会
事
務
局

大
洲
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

8
@
4
1
1
1
 

実施場所

殿町=今常磐町=今新町=今緑地公園特設会場

12 

肱川大橋

つ
ら
い
虐
待

「高
齢
者
虐
待
」

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が

沌
・
四
歳
、
女
性
が
回

・
お
歳
。
ま

さ
に
人
生
初
年
で
、
世
界

一
の
長
寿

固
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
は
急
速
に

進
ん
で
お
り
、
平
成
幻
年
に
は
、
四

人
に
一
人
が
臼
歳
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到

来
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
元
気
で
長
生
き
を
し
た
い
」
と

い
う
の
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、

高
齢
者
が
本
当
に
誌
で
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
と
、

「姥
捨
て
山
伝
説
」

の
昔
か
ら
、
な
か
な
か
現
実
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
年
5
月
、
厚
生
労
働
省
が
初
め

て
行
っ
た
高
齢
者
虐
待
の
全
国
調
査

の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
目
を
ひ
い
た
こ
と
は
、

第

一
に
虐
待
の
加
害
者
は
息
子
が
最

も
多
い
、
第
二
に
加
害
者
の
二
人
に

一
人
は
虐
待
を
し
た
自
覚
が
な
い
、

第
三
に
虐
待
を
把
握
し
た
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

9
割
が
対
応
に
困
難

を
感
じ
て
い
る
な
ど
の
点
で
し
た
。

虐
待
の
加
害
者
で
は
、
以
前
の
調

査
で
は
「
息
子
の
妻
」
が

一
番
多
か
っ

た
が
、
今
回
は
、
息
子
が
詑
%
を
占

め
、
次
い
で
息
子
の
妻
は
幻
%
、
配

偶
者
が
却
%
の
順
で
し
た
。

「
虐
待
」
と
は
、
「
む
ご
い
扱
い
を

す

YAこ
と
」
と
辞
書
に
あ
り
ま
す
。

「
怒
鳴
る
、
無
視
を
す
る
」
(
悦
%
)

の
全

国

調

査

か
ら・・・

と
い
う
の
が
、
最
も
多
い
そ
の
内
容

で
す
。
「
相
手
に
さ
れ
戸
シ
」
北
川
小

う
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
残
酷
な
仕
打

ち
で
あ
る
か
は
、
小
中
学
生
の
い
じ

め
事
件
で
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
ま

す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る
数
字

で
は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。

続
い
て
「
食
事
を
与
え
な
い
、
介

護
し
な
い
」
が
臼
%
、
「
な
ぐ
っ
た
り
、

ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
る
」
が
印
%

と
い
う
結
果
で
し
た
。

虐
待
が
ひ
ど
く
て
、

「
生
命
に
か

か
わ
る
危
険
な
状
態
」
が
十
人
に

一

人
も
あ
っ
た
こ
と
も
、
事
態
の
深
刻

さ
を
思
わ
せ
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
や
差
別
の
問
題
は
、

す
べ
て
の
人
に
か
か
わ
っ
て
く
る
問

題
で
す
。
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
人
権
問
題
を
考
え

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
、
家
庭
や

地
域
社
会
で
高
齢
者
と
の
日
常
的
な

交
流
を
進
め
る
こ
と
や
高
齢
者
の
豊

か
な
経
験
や
知
識
が
十
分
に
尊
重
さ

れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
「
環
境
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ

と
な
ど
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀



2004 8月号E輯おおず

お知らせ

観錦鶏園が
Z2073じます

室長浜 松山

上須戒観光梨園
オープン 8月2日(月)午前 10時

場 所 大洲市上須戒

開園時間 午前 9時~午後 5時まで

問い合わせ先

]A愛媛たいき上須戒支所

宮 26-0021

とうの

幸野観光梨園
オープン 8月7日(土)午前 9時

場 所 大洲市松尾

開園時間 午前 9時~午後5時まで

問い合わせ先 幸野観光梨園

ft24-7665 

[総合案内] 商工観光課

宮 24-2111 (内線 35 4) 

職
員
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「と
み
す
寮
」

特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
「
と
み
す

寮
」
で
は
、
平
成
同
年
度
の
職
員
募

集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員

介
護
職
員

1
人
(
女
子
)

受
付
期
間

8
月
2
日
(
月
)
か
ら

8
月
初
日
(
金
)

ま
で

受
験
資
格

①

日
本
国
籍
を
有
す
る
人

②

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

(成

年
被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し

な
い
人

③

昭

和
叩
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
、
平
成

げ
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

④

採

用
後
は
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の
い
ず
れ
か

に
居
住
可
能
な
人

⑤

普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

て
い
る
人
(
平
成
げ
年
3
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
)

問
い
合
わ
せ
先

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
と
み
す
寮
」

公

@
0
2
1
0

13 



2004 8月号E雪量ああず

お知らせ

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
市
年
度
企
画
展

南
隅
櫓
と
三
の
丸
の
松
並
木

(
昭
和
刊
年
ご
ろ
)

平
成
日
年
度
大
洲
城
跡
に
天
守
閣

が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
洲
城

跡
は
、
明
治

7
年
入
札
に
よ
っ
て
士

族
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
明
治
幻
年
前

後
に
天
守
閣
を
含
む
多
く
の
櫓
な
ど

が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
は

一
部
城
山
公
園
と
し
て
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

も
の
の
、
い
ま
だ
多
く
が
私
有
地
と

「
城
の
見
え
る
風
景
」

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
洲
城
跡
で

す
が
、
明
治
以
後
さ
ま
ざ
ま
に
様
相

を
変
え
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
往
時
の

姿
は
も
う
写
真
で
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特
に

内
堀
・
外
堀
や
三
の
丸
の
松
並
木
な

ど
は
、
今
は
も
う
往
時
を
偲
ぶ
こ
と

は
で
き
な
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
記

憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
展
覧
会
は
、
明
治
以

後
か
ら
昭
和
刊
年
代
頃
ま
で
の
大
洲

城
の
景
観
に
焦
点
を
あ
て
、
大
洲
城

跡
の
景
観
の
変
化
に
つ
い
て
写
真
を

通
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
を
通
じ
て
大
洲
城

跡
や
大
洲
町
な
ど
の
な
つ
か
し
い
景

観
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
記
憶
を
た

ど
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

-
展
示
構
成

・
空
か
ら
眺
め
た
大
洲
城
跡
と
町
並

.
変
わ
り
往
く
大
洲
城
跡

.
城
山
か
ら
見
え
た
風
景

-
な
つ
か
し
い
大
洲
の
風
景

・
期
間
現
在
展
示
中
1

日
月
M
日
(
日
)

大
洲
市
立
博
物
館

5
階
展
示
室

.
場
所

-
時

間

午

前

9
時
1

午
後
4
時
却
分

.
入
館

料

無

料

-
問
い
合
わ
せ

大
洲
市
立
博
物
館

合

@
4
1
0
7

肱川|橋より見た大洲城跡

(大正 2年から昭和初期)

R 

也、音

14 

平
成
市
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

今
年
度
の
自
衛
官
な
ど
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す

防
衛
大
学
校
学
生

陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
幹
部
(
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
含
む
)
を
養
成
す
る

コ
l
ス
。

防
衛
大
学
校
で

4
年
間
、
さ
ら
に

卒
業
後
に
幹
部
候
補
生
と
し
て
約
1

年
間
の
教
育
を
受
け
、

3
等
陸
・
海
・

空
尉
に
昇
任
し
、
幹
部
自
衛
官
に
な

り
ま
す
。

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
の
医
師
を

養
成
す
る
コ

l
ス
。

防
衛
医
科
大
学
校
で

6
年
間
の
教

育
を
受
け
、
第

6
学
年
の
と
き
に
医

師
国
家
試
験
を
受
験
し
ま
す
。

合
格
者
に
は
医
師
免
許
が
与
え
ら

れ、

2
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
、

幹
部
自
衛
官
に
な
り
ま
す
。

看
護
学
生

高
校
を
卒
業
し
た
人
(
見
込
み

を
含
む
)
が
、
将
来
陸
上
自
衛
隊

で
看
護
業
務
の
中
心
と
な
る
看
護

陸
曹
(
看
護
師
)
を
養
成
す
る
コ
ー

ス
。
入
隊
後
は
、

3
年
間
自
衛
隊
中

央
病
院
内
の
高
等
看
護
学
院
で
教
育

を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
看
護
師
国

家
試
験
を
受
験
、
看
護
師
免
許
取
得

後、

2
等
陸
曹
に
な
り
ま
す
。

幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

大
洲
募
集
事
務
所

ホ
l
ム
ベ

l
ジ

宮
号
・
¥
¥
老
若
者
四
E
E
0・℃
-。・』色白・開。・
」目見

告

@
4
1
2
3

募集種目 資格 受付期間 試験日 試験会場

推薦 薦薦晶卒 (見込み)2が1高歳必等未要学満で校のす長人){の推推 推薦は別示については雪格、 9月 6 日 ~9月 8 日 9月25日 ・26日

防衛大学校学生
など別途資

一般
高卒 (見込み)21歳未満

9月 1 0 日 ~10月 1 日 1次次 11月13日・ 14日 大洲市民会館の人 2;X 1 2 月 14 日~ 17日

防衛医科大学校学生
高卒(見込み)21歳未満

9月 10 日 ~ 1 0月 1 日 1次次 11月6日・ 7日 松山大学
の人 2;X 12 月 8 日~ 10日

看護学生 高卒女 (見込み)24歳未満 9 月 1 0 日 ~10月 1 日 1 次次 10 月17 日 農協ビル(松山市)の子 2;X 11月19日・ 20日



2004 8月号応蟹おおず

連載シリーズ

由
同
問
金
面
限
@
バ
イ
プ
飽
マ
す

行

政

相

談

に

ご

尽

力

辻

陽

子

さ

ん

* * 
* 

* * * 4町* *シグースr おおずの女性 ******

今ιて輝 、
* 
* 

* 
* 

VOL.24 

“男性も参加する子育て"
“地域で協力し合う子育て"を目指して

、
4町

4匝

平
成
同
年
度
行
政
相
談
委
員
全
体
会
議
が

5
月
日
目
、
に
、
ぎ

た
つ
会
館
(
松
山
市
道
後
)
で
聞
か
れ
、
行
政
相
談
委
員
の
辻

陽
子
さ
ん

(大
洲
)
に
総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

辻
さ
ん
は
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
不
満
や
悩
み
事
の
相
談

に
応
じ
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
と
努
力
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

女

ヲk

4町

4町

* 
* 
* 
* 4町

* 
* 
* 4町

* 
* 4町

* 
* 

保育園児の保護者などで組織するわたしたち 「大洲市地域活動連絡
協議会」は、 「大洲市ともしび母親クラブJとしてさまざまな活動に取
り組んできましたが、平成 14年度から名称、を変更し、女性だけでな く
男性も参画する活動を目指しています。

核家族化が進んだ現代、母親の子育てに対する不安感、負担感が増
しているのが現状です。厚生労働省の平成 15年度の子育て支援対策な
どに関する調査研究では、 51.6%の父親が、夫婦共に子育てを行うこと
を希望するとの結果でした。そこでわたしたちは、家庭で協力し合う
子育て環境づくり 、地域で見守り手助けできる子育て環境づくりのた
め、 fl. 子育てを楽しもう 2.子育ての面白さを知ろう 3.子供
たちを見守ろう 4.子育てを応援しよう」という 4つの項目を掲げ、
活動を行っています。

現在、地域のお祭りに園児たちとお神輿パ レードへの参加、夕涼み
会を開催するなど、地域の皆さ んや家族のふれあいの場を提供できる
地域に密着 した活動を行っています。

また、育児の面白さを知るための育児講習、安全養育講習、研修会
などを開催し、今と昔の子育ての比較などから新しい子育てを模索し、
子育てに不安や悩みを持つ親たちの交流の場づくりに力を入れていま
す。

男性の育児参加の意識を高めるため、研修 ・講習を開催し、父親と
子供が一緒に家事に関わることで、子供の自立、責任を育み父親と子
供の緋を強くするこ とも重要です。

悲しい事件が毎日のように報道されている今日、 生活のルーJレ、社
会のルールを身につけ、遊び場の安全点検、事故 ・犯罪から子供を守
る運動も継続していきたいと考えています。

「大洲市地域活動連絡協議会」では、 “男性も参加する子育て"“地域
で協力し合う子育て"を目指して、日々努力しています。

4町

* 
* 世町

* 

* 
* 

4町

* 
?セ

* 
4町

4町

4町

ヲk

* 
* 4町

* 
4町* 4匝

大洲市地域活動連絡協議会
会長村上 美和

問い合わせ先
企画情報課男女共同参画係

ft 24 -2111 (内線371)

-
R

占

問

責

占

R

腰
掛
咽
偉
荷
量
位
尊
厳
州

伝
え
ら
れ
る
混
同
⑧
(
口
碑
伝
説
)
(

「孔
子
殿
」
と
か
ら
か
わ
れ
る

藤
樹
が
ま
だ

二
十
二
歳
の
頃
で

す
。
あ
る
春
の
目
、
藤
樹
は
用
事
が

あ

っ
て
児
玉
と
い
う
友
人
の
家
を
訪

ね
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
荒

木
と
い
う
同
僚
も
来
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
彼
は
藤
樹
の
顔
を
見
る
と

「孔
子
殿
来
た
り
給
う
」

と
大
き
な
声
で
ひ
や
か
す
よ
う
に
言

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
藤
樹
が

な

ん

じ

よ

「汝
は
酒
を
く
ら
っ

て
酔

っ
て
い
る

の
か
」

と
言
っ

た
の
で
、
相
手
は
び

っ
く
り

し
て

「
そ
れ
は
ま
た
ど
う
い
う
意
味
か」

と
詰
め
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

藤
樹
は
、

「
孔
子
は
も
う
二
千
年
も
前
に
亡
く

な

っ
た
人
だ
。
い
ま
私
の
こ
と
を
孔

子
と
呼
ぶ
の
は
、
酒
に
酔
っ
て
い
る

の
で
な
け
れ
ば
、
目
が
見
え
な
い
か

ら
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
そ
う
で
は

あ
る
ま
い
。
私
の
こ
と
を
孔
子
と
い

う
の
は
、
学
問
し
て
い
る
こ
と
を
か

ら
か
い
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
学
聞
は
人
の
道
を
学
ぶ

も
の
。
武
士
で
あ
り
な
が
ら
、
学
問

も
せ
ず
人
の
道
も
知
ら
ぬ
よ
う
な
者

は
、
ま
こ
と
の
武
士
で
は
な
い
」

と
激
し
く
迫
り
ま
し
た
。
予
期
し
な

い
勢
い
に
驚
い
た
荒
木
は
、

じ

よ

・

ヲ

だ

ん

か

ん

べ

ん

「
冗
談
だ
よ
。
勘
弁
し
て
く
れ
」

* 女*食事骨貴女世町宮---* 4町*4町* 

お
き

と
言
っ

た
の
で
、
そ
の
場
は
治
ま

っ

た
そ
う
で
す
。

い
つ
わ

こ
の
逸
話
は
、
当
時
の
藤
樹
の

様
子
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
よ
う
で

ね
ん
ぷ

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
年
譜
の
筆

者
は
、
「
い
ま
だ
圭
角
あ
る
こ
と
此

ご

と

こ

う

ら

い

す

す

む

の
如
し
。
后
来
、
徳
、
日
に
進
に
し

す

べ

て

ゅ

う

わ

お

わ

る

た
が
い
、
全
融
和
し
了
」
(
こ
の
こ

ろ
の
藤
樹
の
言
動
に
は
、
こ
の
よ
う

に
角
が
あ

っ
て、

円
満
で
は
な
か

っ

た
。
そ
の
後
学
聞
が
進
み
、
年
を
経

る
に
し
た
が

っ
て
徳
が
そ
な
わ
り
、

う
や
ま

最
後
に
は
聖
人
と
敬
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
)
と
書
い
て
い
ま
す
。

聖
人
な
ど
と
い
わ
れ
る
と
、
若
い

頃
か
ら
欠
陥
が
な
く
、
円
満
な
人
格

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
だ

が、

言
動
に
圭
角
が
あ
っ
た
と
い

う
と
か
え

っ
て
若
者
ら
し
い
し
、
そ

の
後
次
第
に
人
間
と
し
て
大
き
く
成

長
し
て
い

っ
た
の
だ
と
納
得
で
き
ま

す
。当

時
藤
樹
は
、
朱
子
学
の
教
え
を

か

く

ほ

う

げ

ん

し

ゅ

く

忠
実
に
ま
も
る
格
法
主
義
・
厳
粛

主
義
に
徹
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
、

同
僚
か
ら
反

発
さ
れ
た
り
、
敬
遠
さ
れ
た
り
し
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
藤
樹
自
身
も
形

式
に
こ
だ
わ
り
緊
張
の
あ
ま
り
、

熟

睡
で
き
な
い
と
き
が
あ

っ
た
よ
う
で

す
。

15 
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大洲城天守閣復元

2004 8月号

平成16年 7月 1固までに

皆さんか らお寄せいただい

た復元のた めの募金額は、

506，312，674円です。

大洲市では、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年となる今年9月の一
般公闘を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。この事業は、大洲城
本丸跡に天守閣と現存する台所櫓、高欄櫓とを結13;多聞櫓を復元するもので、歴史
を後世に正しく伝えるため、豊富な資料をもとに史実に忠実な復元を行っています。

[大洲城天守閣復元事業の問い合わせ先]
商工観光課まちづくり対策第 1係

....本丸から眺めた天守 (左)と台所櫓(右)。 白い漆喰と黒い下
見板のコン トラストカず美しし、。

内線 352
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大
洲
城
は
、
い
よ
い
よ
九
月
一
日
に
一
般
公
開
(
正
式
オ
ー
ブ

ン
)
を
迎
え
ま
す
。
今
号
で
は
、
一
般
公
開
と
お
盆
期
間
中
に
開

催
す
る
先
行
公
開
(
ブ
レ
オ
ー
プ
ン
で
九
月
一
日
j
五
日
の
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

-

内

容

大
洲
城
の
内
部
を
公
開
し
ま
す
。

展
示
物
は
、
準
備
中
の
た
め
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

-
使
用
材
の
販
売

大
洲
城
に
実
際
に
使
用
し
た
木

材
の
端
材
を
販
売
し
ま
す
。
復

元
の
記
念
に
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ

さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

A
V
駐
車
場

大
洲
市
民
会
館
駐
車
場
(
有
料
)

大
洲
警
察
署
跡
駐
車
場
(
無
料
)

-

期

日

八
月
十
四
日

・
十
五
日
(
土
・
日
)

.

時

間

午
前
十
時
1
午
後
四
時

.
整
理
料

大
人
三
百
円

小
人

百

円

(中
学
生
以
下
)

割
引
な
ど

・
小
学
生
未
満
は
無
料

・
高
齢
者
手
帳
の
所
持
者
は
無
料

.
身
障
者
手
帳
の
所
持
者
と
そ
の

付
添
い
の
人
は
無
料

かわら版

小
人

二
百
円
(中
学
生
以
下
)

共
通
観
覧
料(

大
洲
城
|
臥
龍
山
荘
)

大
人
八
百
円

小
人
三
百
円
(
中
学
生
以
下
)

割
引
な
ど

・
小
学
生
未
満
は
無
料

・
高
齢
者
手
帳
の
所
持
者
は
無
料

.
身
障
者
手
帳
の
所
持
者
と
そ
の

付
添
い
の
人
は
無
料

-
二
十
人
以
上
の
団
体
は
無
料

.
駐
車
場

大
洲
市
民
会
館
駐
車
場
(
有
料
)

大
洲
警
察
署
跡
駐
車
場
(
無
料
)

※
警
察
署
跡
駐
車
場
の
利
用
は
、
十

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

火
縄
銃
の
号
砲
に
合
わ
せ
一

般
公
開
を
ス
タ
ー
ト
。
数
回
の

演
武
を
予
定
。

再
現
「
慶
長
年
間
」

大
洲
城
天
守
が
創
建
さ
れ
た

時
期

「
慶
長
年
間
」
の
様
子
を

当
時
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

エ
キ
ス
ト
ラ
が
再
現
し
、
城
内

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

O
九
月
二
日

・
三
日
(
木
・
金
)

午
前
九
時
1

再
現
「
慶
長
年
間
」

O
九
月
四
日
・
五
日
(
土

・
日
)

二
の
丸
音
楽
祭

大
洲
城
を
見
上
げ
る
二
の
丸
に

音
の
く
つ
ろ
ぎ
空
間
を
演
出
し

ま
す
。

四
日
一
「
桂
雀
三
郎
ウ
イ
ズ
ま
ん
ぷ

く
プ
ラ
ザ
」
ズ
ι
ラ
イ
ブ

五
日

一
「
E
P
O
」
コ
ン
サ
ー
ト

....大洲i成天守の内部。天守に入るとまずこの

光景が自に入る。上部に並ぶ大きな丸太梁カf

特徴。

お
盆
に
帰
省
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

A
V
期
日

九
月

一
日
(
水
)
午
後
二
時
1

・
時
間

一
日
一
午
後
二
時
1
午
後
五
時

一一
日
以
降
一
午
前
九
時
1
午
後
五
時

(
札
止
一
午
後
四
時
三
十
分
)

.
観
覧
料

普
通
観
覧
料

大

人

五

百
円

O
九
月

日
(
水
)
午
後
二
時
1

祝
砲
(
火
縄
銃
)



第30回スポーツ少年団ミニバスケットポ ル大会が、総合体育館を主会場に
開かれました。参加チームは、 1部7チーム94入、2部4チーム37人が出場
しました。選手は、暑さにも負けず、機敏なプレーで一生懸命ボールを追いかけ
ていました。1部の優勝チームは喜多ミ二パス、 2部は成南 (せいなん)でした。
1部で優勝した喜多ミ二パスの選手のみなさん、県大会でもがんは.ってください。

17 

大洲地区突通安全こども 母親自転車大会が喜多小学校で開か
れました。選手の皆さんは、 30分の学科試験、グラウンドを実際
の路上に見立てた信号機 停止線などの指示に従う安定走行、体
育館内での狭い通路などの悪路を想定した技能走行などで日頃の
練習の成果を発揮しました。団体こどもの部の優勝は大洲小学校
Aチ ム、団体母親の部の優勝は大洲小学校区母親チ ムでした。

町並み「電波ゲーム」が、まちの駅「あさもや」を出発地点と
する肱南の町並みで開かれました。FMラジオを片手に町並みを
散策しながら、 ラジオから流れるヒントを聞いて電波の発信源を
探し出すというものでした。参加者は、ヒントを参考に肱南地区
を散策しながら、肱南地区の景色に親しんでいました。

• 

第 123回大洲市自然科学教室が開かれました。平成 16年度の第 1回
目は「肱)11の水生生物の観察」をテーマに、市内各地から集まった小学
生31人と大洲市理科同好会の小学校教諭8人がJR鉄橋下の肱川に入り、
綱を片手に大きな歓声を上げながら、水中生物を採集していました。

初夏の風物詩となっています柳沢ほたるまつりが柳沢会場と田

処会場で開催されました。柳沢小学校グラウンドでは田楽、炭焼

きアメノウオなどの各種パザ のほかに、柳沢小学校の生徒によ

る子ども神楽に大勢の来場客も魅了されていました。

いざというときに備えて

これから雨の多くなる季節に備えて、若宮の肱川河川防災ス

テーションで水防工法講習会がありました。消防署、国土受通省

大洲河川工事事務所などの職員が参加して、木流し、積み土嚢な

ど災害に備えての訓練に真剣に取り組んでいました。
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保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
8月
3
日
(
火
)
平
成
郎
年
3
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
8月
山
日
(
火
)
平
成
万
年
1
月
生
ま
れ

0
8月
泊
目
(
火
)
平
成
お
年
7
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後

1
時

1
1
時
ぬ
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
8月
お
日
(
水
)
平
成
時
年

ω月
生
ま
れ

受

付

時

間

午

前

9
時

1
9時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】

予
約
制

0
8月
2
日
(
月
)

E:wa~庄当:0Et辛ヨ

8月 1日(日)石村整形外科医院 (若宮)

fi 23 -5767 

8月8日(日)ごうお小児科内科 (西大洲)

fi 24 -3936 

石村病院 (長 浜)

fi 52一 0275

同
口
山
本文
土
守
司
副
吋

+n，
一
吉
岡
田
制
目
hド

午
前
日
時
1
正
午

午
後
l
時
1
3
時

健
康
手
帳

持
参
品

生
活
習
慣
病
予
防
検
診

・
が
ん
検
診

女
生
活
習
慣
病
、
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診

O
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

8
月
5
日
(
木
)

O
柳
沢
連
絡
所

8
月
6
日
(
金
)

O
八
多
喜
連
絡
所

8
月

9
日
(
月
)
、

8
月
刊
日
(
火
)

O
平
公
民
館

8
月
四
日
(
木
)
、

8
月
初
日
(
金
)

※
C
型
・
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金

8
0
0
円
(
河
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

p

n

v

F

U

ハ
U

Rυ

ハ
U

Fhd

ハ
U

-ノ

4
&
A
U
τ

FD

に

d

p

O

F

b

円
/

歳
の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る

ω歳
以
上
の
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
四

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

安
婦
人
が
ん
検
診

O
保
健
セ
ン
タ
ー

8
月
初
日
(
月
)
、

8
月
幻
日
(
火
)

※
今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
の
対
象
者
を
変
更
し
ま
し
た
。

ア
子
宮
が
ん
検
診
は
、
初
歳
以
上

イ
乳
が
ん
検
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
l

は、

ω歳
以
上

(
乳
が
ん
検
診
の
視
触
診
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り

ω歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
)

8月15日(日)村上医院 (常磐町)

fi 24 -2346 

8月22日(日)久保内科循環器科 (新奇)

fi 25一 0158

E~~.~.三宮市E司

8月29日(日)三瀬 医院 (八多喜)

fi 26 -0003 

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査
・
棺
談
】

O
毎
週
火
曜
日

午

前

日

時

1
正
午

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
午
後
l
時

1
午
後
3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日
午
後
1
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

午
前

9
時
i
午
後
4
時
初
時

{
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後

5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前

ω時
1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後

O
時
初
分

1
1
時
初
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
う
せ

8
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

8
@
0
3
1
0
 

市立大洲病院 (西大洲)

fi 24 -2151 

加戸病院 (若宮)

fi 24 -5101 

大洲中央病院 (東大洲)

fi 24 -4551 

大洲記念病院 (徳森)

fi 25 -2022 

月 ・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

J 要E内

凶者空
tlZ4~4時・ J

8
月
生
涯
学
習
講
座

郷
土
の
歴
史
講
座

「
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
」

講
師
裁
本
和
孝
課
長
補
佐

(
建
築
住
宅
課
)

8
月
お
日
(
水
)

午
前
9
時

ω分
i
u時
初
分

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

場時期
所 間 日

8
月
の
新
着
図
書
案
内

ユ
ピ
キ
タ
ス
が
わ
か
る
本
美
崎
薫
著

子
ど
も
を
本
好
き
に
す
る
叩
の
方
法
+

お
す
す
め
の
本
測
冊
さ
く
ま
ゆ
み
こ
著

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
す
す
め

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
編

出
歳
か
ら
の
大
学
選
び
石
渡
嶺
司
著

子
育
て
が
つ
ら
く
な
っ
た
ら
読
む
本

{
呂
田
雄
吾
著

中
学
生
は
猿
か
ら
い
ち
ば
ん
遠
い

日
永
千
映
子
著

年

金

の

悲

劇

岩

瀬

達

哉

著

ず

え

日
本
国
勢
図
会
矢
野
恒
太
記
念
会
編

日
本
人
が
知
り
た
く
な

い
ア
メ
リ
カ
の

本

音

日

高

義

樹

著

一

本

の

鎖

広

瀬

隆

著

「
考
え
る
力
」
は
こ
う
し
て
つ
け
る

ジ
ェ
ニ

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ほ
か
著

心
の
危
機
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

マ
イ
ン
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
所
著

俳

句

の

花

図

鑑

成

美

堂

出

版

自
宅
で
パ
ン
屋
を
は
じ
め
ま
し
た

大
和
田
聡
子
著

い
い
コ
に
育
つ
犬
の
し
つ
け
&
ト
レ
ー

ニ

ン

グ

西

東

社

育
て
て
食
べ
る
ハ
ー
ブ
と
野
菜

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

小
野
健
吉
著

日
本
庭
園
辞
典

18 

「
北
島
康
介
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トお

き

だ

な

ぎ

さ

長
田
渚
左
著

フ
ッ
ト
サ
ル
上
達
B
O
O
K成

美
堂
出
版

基
本
表
現
加
で
身
に
つ
く
韓
国
語

み
が
ん

梅
回
博
之

・
李

美

江

著

泥

人

魚

唐

十

郎

著

旅

芝

居

怪

談

双

六

長

島

槙

子

著

し

ず

り

雪

安

住

洋

子

著

裂

果

塚

本

車

円

史

若

人

間

の

天

敵

森

村

誠

一

著

三
億
を
護
れ
!

新
堂
冬
樹
著

水

の

年

輪

薄

井

ゅ

う

じ

著

さ

く

ら

伝

説

な

か

に

し

札

著

I
C
O
|
霧
の
城
|
宮
部
み
ゆ
き
著

ま
し
ら
や
カ
丈

猿

屋

形

高

橋

義

夫

著

恩

は

あ

だ

で

返

せ

逢

坂

剛

著

万

辻

仁

成

著

オ
l
ル
イ
ン
運
命
の
愛
上
・
下

回
、
制
高
志
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

上

海

迷

宮

内

田
康
夫
著

と

っ

て

お

き

の

手

紙

黒

岩

重

吾

著

定
年
な
し
、
打
つ
手
な
し
小
林
信
彦
著

ダ
・
ヴ
イ
ン
チ
・
コ

1
ド

上

・

下

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

天路
そうだ おさむ

宗田理著

日
歳
の
時
に
教
師
を
殺
し
た
少
年
は
、

教
護
院
を
出
所
後
、
ス
ト
リ
ー
ト
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
日
本
を
縦
断
す
る
蹟
罪
の

旅
に
出
る
。
人
を
殺
し
た
少
年
は
ど
う

す
れ
ば
罪
を
煩
え
る
の
か
。
犯
し
た
罪

の
重
さ
に
値
す
る
罰
と
は
何
か
。
い
ま
、

そ
の
答
え
を
問
う
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

r

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
~

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

8
月
紅
白



2004 8月号応窃おおず

くらしの情報

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
の
皆
さ
ん

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
戦

傷
病
者
な
ど
の
妻
の
皆
さ
ん
へ
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①

平

成

5
年
4
月
2
日
以
降
に
、
戦
傷

病
者
と
結
婚
さ
れ
た
妻
、
ま
た
は
同

日
以
降
に
傷
害
給
付
を
受
け
始
め
た

戦
傷
病
者
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
平
成

日
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
戦
傷
病

者
で
あ
る
夫
が
、
第
5
款
症
以
上
の

増
加
恩
給
を
受
け
て
い
る
。

②

平

成

8
年
5
月
に
最
終
償
還
を
迎
え

た
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻

で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
な
ど
で
あ
る
夫

が
、
平
成
5
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
8

年
9
月
初
日
ま
で
の
聞
に
、
公
務
傷
病

以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡
し
た
。

給
付
金
額

①
の
要
件
を
満
た
す
人

は
日
万
円
、
②
の
要
件
を
満
た
す
人
は

5
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

請
求
期
限

9
月
初
日
(
木
)

申
込
書
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

公
⑫

2
1
1
1
(内
線

1
7
7
)

生

徒

募

集

今
治
精
華
高
等
学
校
通
信
制
課
程

出
願
資
格

V
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人
V
中
学

(有)内田電 気水道設備

B 25 -2858 

(布菊地浄化槽センター

B24-0013 

怠
掛
川
出

水道業者の

緊急漏水当番表

8月1日(日)

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
人
V
現
在
高
等
学
校
に
在
籍
中

(
休
学
を
含
む
)
の
人
V
高
等
学
校
を
中

途
退
学
し
た
人
な
ど

後
期
出
願
期
間

平
成
時
年
9
月
1
日
(
水
)
1

9
月
初
日
(
木
)

前
期
出
願
期
間

平
成
口
年
2
月
刊
即
日
(
水
)
1

4
月
日
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
先

今
治
精
華
高
等
学
校

8
0
8
9
8
・
3
2
7
1
0
0

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ

Z
G・ミ
耳
岩
君
F

自
由
σ
RZ
g
wp白
円
』
司
¥

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
業
・

法
人
登
記
事
務
処
理
を
開
始

松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
は
、

7

月
初
日
(
月
)
か
ら
商
業
・
法
人
(
株
式

会
社

・
有
限
会
社
・
合
名
会
社
・
合
資

会
社
・
商
号

・
支
配
人

・
協
同
組
合

・

公
益
法
人
な
ど
)
の
登
記
事
務
に
つ
い

て
、
順
次
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
へ
の

移
行
を
開
始
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
に
な
り
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
の
登

記
簿
の
謄
本
や
抄
本
な
ど
の
取
り
扱
い

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

現
行
↓

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理

(手
数
料
)

登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
l
v

登
記
事
項
証
明
書

(1
，
0
0
0
円
)

代
表
者
の
資
格
証
明
書
↓

代
表
者
事
項
証
明
書

(1
，o
o
o円
)

建設 (欄

B24 -3556 

鉄工所

B26一 0537

居鉄工所

B 24 -4519 

々木鉄工

B26ー 0875

電工業

包 24-5351 

水道庖

B26ー 0265

央

保

佐

丸

土

中

久

件対

(有)

(有)

8月7日出

8月14日出

8月8日(日)

登
記
簿
の
閲
覧
↓

登
記
事
項
要
約
書

(5
0
0
円
)

※
印
鑑
証
明
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
請
求

す
る
と
き
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
移

行
を
終
え
て
い
な
い
と
き
は
、
移
行
作

業
の
た
め
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局

窓
⑧
4
1
5
5

雇
用
保
険
活
用
相
談
室
の

ご
案
内

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
一
雇
用
保
険
事

業
の
各
種
助
成
・
給
付
制
度
の
活
用
方

法
お
よ
び
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
た
専
門
の
雇

用
保
険
重
点
指
導
員
が
、
個
別
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

時

8
月
M
日
(
火
)

午
後
l
時
か
ら
午
後
4
時

場

所

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲

2
階
会

議
室
(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)

費

用

無
料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
社
会
保
険
労
務
士
会

包

0
8
9
・
9
4
7
・
8
2
2
8

原設備

B 24 -3783 

水道工 事 庖

B 24 -2583 

(朝内田電気水道設備

B 25 -2858 

屋住設

B 24 -2541 

クダ設備

公 24-3674 

田

予

オ

山

西

(有)

吉
子

伊

(有)

8月15日(日)

8月21日仕)

8月22日(日)

花
火
の
火
事
に
気
を
つ
け
よ
う
!

家
庭
で
気
軽
に
楽
し
む
花
火
も
正
し

い
取
り
扱
い
を
し
な
い
と
火
災
に
・
な
っ

た
り
、
や
け
ど
を
し
た
り
す
る
な
ど
の

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
気
軽
に
楽
し
め
る
「
お
も
ち
ゃ

花
火
」
で
あ
っ
て
も
、
た
か
が
花
火
と

思
わ
ず
に
、
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①

風
が
強
く
、
乾
燥
し
た
日
な
ど
に
は

花
火
を
し
な
い
l

②

燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安
全
な
場

所
を
選
ぶ
!

③

子
ど
も
だ
け
で
は
花
火
を
し
な
い
l

④

花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
事
項
や
取

扱
説
明
書
を
必
ず
読
む
!

⑤

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
束
ね
て

火
を
付
け
た
り
し
な
い
l

⑥

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
必
ず
用

意
す
る
。

8
月
は
「
電
気
安
全
使
用
月

間
で
す
」

夏
は
皮
膚
の
露
出
が
多
く
な
り
、
発

汗
に
よ
り
皮
膚
が
濡
れ
て
電
気
が
通
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が

ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏

季
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

感
電
や
電
気
災
害
な
ど
の
事
故
防
止

鉄工所

B25一 0300

nu 
n
U
 

戸

h
J
V

門
/
』8

 

居鉄工所

B 24 -4519 

水道工事庖

曾 24-3656 

コ*之 吾'" 負強主
ホリド iiX. IJ閉

B 25 -4023 

(有)菊地浄化槽セ ン ター

B24-0013 

!肌受付M 一

塚

土

干高

大

。紛

岡

も翌

8月28日(土j

8月29日(日)

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
卜
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
を
公
表

国
土
交
通
省
と
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

6
月

8
日
に

「
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

1
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

(
平
成
同
年
度
版
)
の
結
果
を
公
表
し
ま

し
た
。

「
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

1
ト
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
と
は
、
信
頼
で
き
る
安
全
性
能
評

価
を
公
表
し
て
、
よ
り
安
全
な
チ
ヤ
イ

ル
ド
シ

l
ト
の
選
択
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
、
よ
り

安
全
な
自
動
車
の
開
発
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
安
全
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

1
ト

の
普
及
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
公
表
内
容
お
よ
び
結
果
の
入

手
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
公
表
内
容
}

ー

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1

ト
7
製
品
の
前
面

衝
突
試
験
と
使
用
性
試
験
の
実
施
結

果

2

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

1
ト
の
正
し
い
使
い

方
な
ど
に
関
す
る
情
報

{
結
果
の
入
手
方
法
】

-

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表

国
土
交
通
省
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

宮
門
司
・
¥〉
そ
垣
宅
・
ヨ
-
=

・開
。
]
由
民

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
門司
・
¥
〉
セ
垣
垣
・
=
同日
〈
国
問
。
」
司
¥

2
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
場
所

愛
媛
運
輸
支
局
整
備
-
謀
(
松
山
市
森
松

町

公
0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
1
)

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
愛
媛
支
所
(
松
山
市
南
江
戸

8

0
8
9
・
9
2
5
・
0
7
0
8
)

「

l
z
国
自
国
国
E

E

E

あ

1
、

あ
れ
っ、

忙
し
い、

忙
し
い。

今
、
何
し
て
た
つ
け
:

。
19 
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相談内 容

人 権 キ目 談

(法務省)

人 権 擁 護 委員による

無 料 本目 ~民z 

行 政 キ目 談
(総務省)

社会保険 相談

不動産無料相談

;一般相談

心配守・と 1法律相談
』 l介 護相談

相 談 :(相談時間)

家庭児童相談

人権・同和 問題に
関する何でも相談

青少年相 談室

ふれ愛スクール相談電話

相 談
日 時な ど

司民

、ー

8月6日後)/午前10時~正午

8月19日(木)/午前10時~正午

毎週月 ・水・金曜日

(休日を除く )午前9時~午後4時

8月23日(月)/午前9時~正午

8月6日(剣/午前10時~午後3時30分
8月24日伏)/午前10時~午後3時30分

8月15日(日)/午前9時~午後4時

毎週月・木水曜日

毎t・ー巷ーー週火 ・ 曜日

時午祝週、聞日午金は・後年曜い末日1ず時年れ拍~も午を午後除前く41時0時~iE
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除〈

月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除〈

月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除〈

月~木曜日/午前9時~午後4時
祝日・年末年始を除く

-名 称/第16回全国生涯学習フェスティJ'()レ

・愛 称/まなびピア愛媛2004
・開催期間/10月9日(土)~1O月 13日(水)

.主会場/愛媛県県民文化会館・アイテムえひめ

|JZj顎おおず 2004 8月号 |

と 案 内
場所なと 問い合 わ せ 先

大川公民館
急ぐときは法務局 B24-4155 

市役所 3階会議室

法務局大洲支局
法務局大洲支局 B24-4155 

人権相談室

市役所 3階会議室
急ぐときは B24-5072(山本)

B24-4294(辻)

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

B089-925-5105 

宅建協会大洲支部 情)上回喜六不動産 B24-4452 

大洲市総合
受付は総合福祉センター 1階

福祉センター
社会福祉協議会窓口まで

(相談室直通)
B23-0313 

B23-5629 

市役所高齢福祉課 B24-2111 内線169

大洲隣保館 B24-6100 
大洲福祉会館 B25-0947 

青少年センター B24-7830 

国立大洲青年の家 B24-1414 

※いずれも無料です。お気軽にご相談くださし、。

漫画家の石ノ森章太郎さんのデザインで、

生涯学習の「学び」とミツバチの英語 ib届eJ
を組み合わせて“マナビ‘ィ"と名付けうれま

.拠点開催地/大洲市 ・松山市・今治市・宇和島市・新居浜市・西条市 した。

・主 催/第16回全国生涯学習フェスティバル実行委員会

・テーマ/もてなしの心をつなぐまなびの輸

~愛媛かうの「新風土記」づくりを目指して~

全国生涯学習フエスティJ'()レでは、

第 1回千葉大会(平成元年度)か

う活躍しています。

.お問い合わせ/第16回全国生涯学習フェスティバル実行委員会事務局
干790・8570愛媛県松山市一番町 4-4一 2 TEL089・912・2936http://www.pref.ehime.jp/ 

E-m創Ishougai-festa@pref.ehime.jp 

※大洲市で開催する行事などは、 9月号でお知らせします。

今月の納税は
市民の動き 大洲市内の交通事故

平成16年6月30日現在 6月末現在 昨年同期

人 口 39，007人 (-20) 出生 37人 (+12) 
男 18，629人 (一12) 死亡 27人 (-6) 
女 20，378人 (-8) 

世帯数 14，907世帯(-5) ( )内は対前月比

件 数 148 128 

負傷者 194 170 

死 者 2 。
市県民税 2期

納期限は 8月 31日です
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